	

	【フロー図】
	ステージ１【募集】
　テーマに制限なく協働事業提案募集します。

	
	ステージ２【提案】

ＮＰＯ室において協働事業提案を受け付けます。

· ＮＰＯからの協働事業提案（企画書）を県の関係室へ回付します。

· 提案を受けた関係室は提案したＮＰＯ等と意見交換する事ができます。

※　ＮＰＯからの協働事業提案は、ＮＰＯと県が協働で実施する事業についての提案とします。

	
	ステージ３【審査】
· ＮＰＯからの協働事業提案の企画について、提案者からのプレゼンテーションを行い、

　選考委員会で審査します。

· 選考委員会において優秀な提案（3件程度）を絞り込み順位を付します。

· 選考委員会には関係室も参加して意見を述べることができます。

	
	ステージ４【協議】

· 提案したＮＰＯと県関係室が、今後の進め方について協議を行います。(検討の方向性ワーキングのメンバー構成、コーディネーターが必要か否かなど)

· この協議には、ＮＰＯ室も参加します。

	
	ステージ５【ワーキング・実施できるものは即実施】

· ワーキングを開催して、協働の目的、内容、方法等について検討し、役割分担を行います。

· ＮＰＯ室は、オブザーバーとしてワーキングに参加します。

　（コーディネーターに係る報償費、旅費、ＮＰＯに係る旅費については、ＮＰＯ室　

　が負担します。）

　・かかわりがあると思われる市町村には担当者の参加をうながします。

	
	ステージ６【事業構築】

· ＮＰＯと県、両者の役割分担に応じて、必要な予算を要求するなど、事業実施に向けての準備を行います。

予算については、各部で対応することとします。方法としては、各部局包括配分予算の中
で対応の方法があります。

	
	ステージ７【事業実施】

· 事業実施に向けて調整した結果、ＮＰＯと県の協働の方法は、委託、共催、事業協力などが考えられます。

· 協働事業を実施している間、もしくは実施後に、協働事業ふりかえり会議を行います。


NPO（ボランティア・市民活動団体等）からの協働事業提案募集について(案)





【募集】NPOからの協働事業提案募集





【提案】NPOから


協働事業提案(応募)


(NPO室で受付)





【事例】大規模災害時におけるボランティア情報センターの設置について


(提案内容)大規模災害時、ボランティアの円滑な活動に必要な情報を収集・提供するため、「みえ市民活動ボランティアセンター」に「ボランティア情報センター」を設置します。


(ワーキング参加団体)


・災害救援ネットワークみえ、　・三重県防災ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成協議会


・社協、　・日赤三重県支部、　・県防災室、地域福祉室、NPO室





【審査】


選考委員会で審査し


3件程度に絞り込む





提案に


関係する


室





◎「選考委員会」のメンバー


市民活動支援センターなどのNPO3名　学識経験者2名　行政関係者3名


※選考委員会は、事業完了まで事業進行にも関わります。





【協議】協働事業提案したNPOと県関係室により「今後の進め方」の協議を行う





【ワーキング】


NPOと県関係室による検討ワーキング開始





実施できるものは


即時実施





【事業構築】


事業における役割分担や事業の仕組むを整え、予算化が必要な場合、予算化








　【事業実施】








